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ここがポイント！【研究内容】

機械学習と最適化による
港内操船の完全自動化に関する研究
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現在、国内外で、船の自動化に関する研究が急ピッチで進んでい
ます。この研究室では、船の運航に際して特に難易度が高いと言
われている、港湾内での操船の完全自動化を目標として研究を
行っています。風などの確率的な外乱下で、かつ他の船舶が航行
しているような複雑な環境の中でも安全かつ素早く港に着離岸で
きるシステムを開発するため、制御理論や機械学習、最適化数学
を駆使し、モデリングからビークルの制御まで、必要な研究をす
べて行っていることが特徴です。

船舶操縦性能、制御理論、最適化、確率過程

応用分野 UAV（UUVとUSV）、船の自動制御技術、マリンビークルのシステム同定
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